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２
０
１
５
年
度

卒
業
生
保
護
者
の
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
開
催

卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
小 

林
　
武 

則

２
０
１
５
年
度

　
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

２
０
１
５
年
度
卒
業
生
保
護
者
の
会

総
会
を
６
月
20
日（
土
）午
前
11
時
か
ら
、

追
手
門
学
院
大
学
１
号
館
３
階
会
議
室

５
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
２
０
１
４
年
度
役

員
の
紹
介
、
続
い
て
大
学
関
係
者
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、小
林
会
長
、

福
島
副
学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
第
に
従
い
議
事
に
入
り
、

以
下
の
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
事
業
報
告

本
会
は
、

１
．
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

２
．
会
員
の
福
祉
を
増
進
す
る
。

３
． 

大
学
に
お
け
る
教
育
事
業
の
充

実
発
展
に
寄
与
す
る
。

等
々
の
目
的
の
も
と
、
次
の
と
お
り

２
０
１
４
年
度
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１�

総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
、
懇
親
会

等
の
開
催

（
１
）
総　

会
：

 

日　

時
：
２
０
１
４
年

 

６
月
21
日
（
土
）

 

午
前
11
時
～

 

場　

所
：
追
手
門
学
院
大
学

 

１
号
館
３
階
会
議
室
５

（
２
） 

懇
親
会
：

 

日　

時
：
２
０
１
４
年

 

６
月
21
日
（
土
）

 

午
後
12
時
～

 

場　

所
：
追
手
門
学
院
大
学

２
０
１
５
年
６
月
20
日
（
土
）
の

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
小
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
卒

業
生
保
護
者
の
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
会
は
、
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

一
員
と
し
て
、
校
友
会
、
教
育
後
援

会
、
学
友
会
そ
し
て
、
大
学
教
職
員

の
方
々
と
一
致
協
力
し
て
、
追
手
門

学
院
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大
学
は
50
周
年
の
節
目
に
向
け
て

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
川
原
理
事

長
・
学
院
長
、
坂
井
学
長
が
大
学
改

革
に
強
力
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
本
会
と
し
て
も
微
力
な
が
ら
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
会
は
今
後
も
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
運
営
の
援
助
を
通
し

て
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
せ
ず
に
専
門

学
校
な
ど
で
資
格
を
取
得
し
た
卒
業

生
や
、
就
職
は
し
た
も
の
の
残
念
な

こ
と
に
早
期
に
離
職
し
た
卒
業
生
な

ど
へ
の
就
職
支
援
活
動
に
、
少
し
で

も
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
も
在
学
生
に
対
し
、

教
材
支
援
奨
励
金
の
援
助
を
行
う
と

共
に
、
会
員
の
懇
親
を
深
め
る
た
め

に
舞
台
観
劇
会
等
、
卒
業
生
保
護
者

の
会
の
諸
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
が
よ

り
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
長
年
に
渡
る

多
く
の
支
援
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る

発
展
が
で
き
る
よ
う
会
の
運
営
を
心

が
け
、努
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院
大
学　

大
学
事
務
課

　

電
話 

０
７
２
・
６
４
１
・
７
７
４
９

 

食
堂
棟

 

３
階
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

（
３
） 

委
員
会
： 

委
員
会
を
開
催
し
、

役
員
の
選
出
、
事
業

計
画
、
予
算
編
成
、

収
支
決
算
、
会
計
監

査
そ
の
他
重
要
事
項

を
審
議
し
ま
し
た
。

２�

見
学
並
び
に
懇
親
会
へ
の
参
加
（
教

育
後
援
会・卒
業
生
保
護
者
の
会
共
催
）

　

 　

２
０
１
４
年
10
月
28
日
（
火
）、

伊
勢
神
宮
、
お
は
ら
い
町
お
か
げ
横

丁
等
を
訪
れ
た
後
、
和
田
金
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

３�

舞
台
観
劇
会
並
び
に
懇
親
会
の
開
催

　

 　

２
０
１
５
年
１
月
13
日
（
火
）、

梅
田
芸
術
劇
場
に
て
「
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
！
」の
観
劇
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
「
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
に
お
い
て
昼
食

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２　

会
員
へ
の
助
成
事
業

　

 　

２
０
１
４
年
度
は
給
付
対
象
と
な

る
会
員
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

３　

学
生
へ
の
援
助

１�

教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

　

 　
「
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護
者

の
会
教
材
支
援
奨
励
金
規
程
」に
よ
り
、

追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
給
付
奨

学
生
を
給
付
対
象
と
し
、
２
０
１
４
年

度
は
30
名
の
学
生
に
給
付
し
ま
し
た
。

２�

災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る
援
助

　

 　

２
０
１
４
年
度
は
１
名
の
学
生
に
給

付
し
ま
し
た
。

３�

入
学
記
念
品
の
贈
呈

　

 　

入
学
記
念
品
と
し
て
ク
リ
ア
ブ
ッ

ク
を
贈
呈
し
、
学
生
の
入
学
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

４�

卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

 　

卒
業
記
念
品
と
し
て
筆
記
具
を

贈
呈
し
、
学
生
の
卒
業
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

４　

記
念
事
業
活
動

１�
大
学
創
立
50
周
年
記
念
事
業
協
力
へ

の
積
立
金

　

 　

追
手
門
学
院
大
学
創
立
50
周
年

記
念
協
力
積
立
金
を
拠
出
し
ま
し
た
。

５　

大
学
へ
の
助
成
事
業

１�

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
へ
の
援
助

　

 　

大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
運
営
費

を
拠
出
し
ま
し
た
。

２�

本
会
の
事
務
処
理
に
対
す
る
援
助

　

 　

卒
業
生
保
護
者
の
会
事
務
担
当

の
定
時
職
員
に
係
る
経
費
の
援
助

を
行
い
ま
し
た
。

６　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

１�

新
入
生
保
護
者
歓
迎
の
お
茶
会
「
桜

の
縁
」
の
開
催

　

 　

追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会

と
共
催
で
、
歓
迎
の
お
茶
会
「
桜
の

縁
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ

の
広
報

　

 　

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
行
事
開
催
の
都

度
、
更
新
し
ま
し
た
。

３�

「
会
報
」
の
発
行

　

 　
「
卒
業
生
保
護
者
の
会
会
報
」
第

12
号
を
２
０
１
４
年
９
月
１
日

（
月
）
に
発
行
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
収
支
決
算
書
報
告
及
び

会
計
監
査
報
告

報
告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
卒
業
生
保
護
者
の
会
役
員
案

役
員
案
が
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ
れ
、

小
林
新
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
事
業
計
画
案

２
０
１
５
年
度
収
支
予
算
書
案

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

会
長
か
ら
相
談
役
に
任
期
を
設
け
る

こ
と
を
骨
子
と
し
た
会
則
変
更
の
提
案

が
あ
り
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
食
堂
棟
２
階
に
お
い

て
、
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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（2）第 13 号平成27（2015）年9月1日発行 追手門学院大学　卒業生保護者の会会報

災害援助基金積立額残高	 12,000,000
大学 50周年記念事業協力積立残高	 3,000,000

2014年度　決算書　2014年４月１日～2015年３月31日まで　　（単位：円）
科　目 2014 年度予算 2014 年度決算 差　異 備　　　　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 12,720,000 13,090,000 △ 370,000 保護者の会入会者　@10,000 円× 1,309 名（2014 年度卒業生）

会 員 研 修 参 加 費 1,720,000 1,684,410 35,590 教育後援会共催見学懇親会（10/28）、舞台観劇会会費（1/13）

受 取 利 息 5,000 2,728 2,272 預金利息

当 年 度 収 入 合 計 14,445,000 14,777,138 △ 332,138

前 年 度 繰 越 金 19,539,735 19,539,735 0

収 入 の 部 合 計 33,984,735 34,316,873 △ 332,138

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,330,000 2,466,490 △ 136,490 7/5 学院後援会の集い会費 7 名、10/28 教育後援会見学懇親会旅行費、
1/13 見学懇親会（｢ モーツァルト！ ｣ 席券）等

会 議 費 100,000 53,394 46,606 6/21 総会 ･ 懇親会お弁当代等

行 事 費 150,000 141,249 8,751 ｢ 桜の縁」抹茶・茶菓・お弁当代 ･ アルバイト代・雑費等

印 刷 費 900,000 642,751 257,249 名刺、封筒、ハガキ印刷代、案内状印刷、プライバシー保護シール代等

広 報 費 440,000 238,474 201,526 会報作成費、ホームページ更新代

通 信 費 3,000,000 2,236,126 763,874 郵送料（総会 ･ 会報）、電報代等

事 務 費 550,000 483,828 66,172 事務用品 ､ 総会 ･ 会報封入料 ､ ラベル代等

慶 弔 費 150,000 75,600 74,400 供花代

雑 費 50,000 3,420 46,580 残高証明発行手数料、アメフト部観戦チケット代金

学 生 奨 学 金 助 成 費 1,000,000 650,000 350,000 教材支援奨励金受給者への図書カード @20,000 ＊ 30 名、災害被害者援助金 @50,000 円＊ 1 名

記 念 品 費 1,450,000 1,370,520 79,480 クリアブック @286.2 ＊ 1,800 個 ､ ペン @534.6 ＊ 1,600 個

サテライトオフィス援助費 3,600,000 3,600,000 0 サテライトオフィス援助費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 事務処理援助費

大学 50 周年記念事業協力積立 1,000,000 1,000,000 0 大学 50 周年記念事業協力積立金

災 害 援 助 基 金 繰 入 3,000,000 3,000,000 0 災害援助基金繰入

予 備 費 1,000,000 0 1,000,000

当 年 度 支 出 合 計 19,920,000 17,161,852 2,758,148

次 年 度 繰 越 金 14,064,735 17,155,021 △ 3,090,286

支 出 の 部 合 計 33,984,735 34,316,873 △ 332,138

2015年度　予算書　2015年４月１日～2016年３月31日まで　　（単位：円）
科　目 2015 年度予算 2014 年度予算 差　異 2014 年度決算 備　　　　　考

（ 収 入 の 部 ）

会 費 収 入 14,590,000 12,720,000 1,870,000 13,090,000 1,459 名×＠ 10,000 円（2015 年度 4 月現在卒業見込者数）

会 員 研 修 参 加 費 1,680,000 1,720,000 △ 40,000 1,684,410 教育後援会共催見学懇親会（17,000 円× 30 名、18,000 円 ×10 名）、
舞台観劇会・懇親会会費（12,000 円× 50 名、13,000 円 ×30 名）

受 取 利 息 5,000 5,000 0 2,728 預金利息

当 年 度 収 入 合 計 16,275,000 14,445,000 1,830,000 14,777,138 

前 年 度 繰 越 金 17,155,021 19,539,735 △ 2,384,714 19,539,735 

収 入 の 部 合 計 33,430,021 33,984,735 △ 554,714 34,316,873 

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,480,000 2,330,000 150,000 2,466,490 教育後援会共催見学懇親会、舞台観劇会・懇親会、学院後援会等費用

会 議 費 150,000 100,000 50,000 53,394 役員会、委員会、総会費用

行 事 費 150,000 150,000 0 141,249 桜の縁（お茶会）費用等

印 刷 費 700,000 900,000 △ 200,000 642,751 名刺、振込用紙、封筒、ハガキ、個人情報保護シール印刷代等

広 報 費 300,000 440,000 △ 140,000 238,474 ホームページ更新、会報作成費等（会員への連絡、活動の理解）

通 信 費 2,500,000 3,000,000 △ 500,000 2,236,126 郵送料（総会案内：5 月、会報送付：9 月及び事務連絡等）

事 務 費 550,000 550,000 0 483,828 封入費、事務用品等

慶 弔 費 150,000 150,000 0 75,600 供花代等

雑 費 5,000 50,000 △ 45,000 3,420 振込手数料及び残高証明書発行手数料

学 生 奨 学 金 助 成 費 1,000,000 1,000,000 0 650,000 教材支援奨励金図書カード @20,000 円× 30 名、
災害被害者援助金 @50,000 円× 8 件

記 念 品 費 1,510,000 1,450,000 60,000 1,370,520 入学記念品　1,900 名分×＠ 400　卒業記念品　1,500 名分 × ＠ 500

大阪梅田サテライト援助費 3,600,000 3,600,000 0 3,600,000 大阪梅田サテライト運営費

事 務 処 理 援 助 費 1,200,000 1,200,000 0 1,200,000 事務担当定時職員経費

大学 50 周年記念事業協力積立 2,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 大学 50 周年記念事業への協力金積立

災 害 援 助 基 金 繰 入 0 3,000,000 △ 3,000,000 3,000,000

予 備 費 1,000,000 1,000,000 0 0

当 年 度 支 出 合 計 17,295,000 19,920,000 △ 2,625,000 17,161,852 

次 年 度 繰 越 金 16,135,021 14,064,735 2,070,286 17,155,021

支 出 の 部 合 計 33,430,021 33,984,735 △ 554,714 34,316,873 
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（3）第 13 号 追手門学院大学　卒業生保護者の会会報 平成27（2015）年9月1日発行

第49回
将
軍
山
祭
を

　

開
催
し
ま
す

将
軍
山
祭
を

　

開
催
し
ま
す

教
材
支
援
奨
励
金
を
交
付

花
見
お
茶
会

さ
く
ら

え
ん

「
桜
の
縁
」開
催

花
見
お
茶
会

さ
く
ら

え
ん

「
桜
の
縁
」開
催

４
月
１
日
（
水
）
大
学
入
学
式
で
、

新
入
生
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
、

大
学
の
日
本
文
化
研
修
道
場
で
あ
り

ま
す｢

松
籟
庵｣

（
松
下
幸
之
助
様

ご
寄
贈
）
と｢

将
軍
山
会
館｣
（
学

院
の
歴
史
館
で
も
あ
る
校
友
会
館
）

に
て
、
歓
迎
の
花
見
お
茶
会
「
桜
の

縁
（
さ
く
ら
の
え
ん
）」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
将
来
の
会
員
様
と
ご

縁
を
結
び
、
本
会
の
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
心
を
込
め
て
お
も
て
な
し
い
た

し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
新
入
生
保
護
者
の
皆

様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
満
開

の
桜
を
愛
で
な
が
ら
、
お
抹
茶
に
お

茶
菓
子
を
ご
賞
味
頂
き
ま
し
た
。
訪

れ
た
方
々
は
、「
松
籟
庵
」
の
茶
室

か
ら
見
る
お
庭
に
一
息
つ
か
れ
、
将

軍
山
会
館
で
は
、
お
茶
を
召
し
上
が

る
合
間
に
、
展
示
室
で
学
院
の
歴
史

に
ふ
れ
、
思
い
思
い
に
時
を
過
ご
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

本
会
と
大
学
教
育
後
援
会
（
在
学

生
保
護
者
の
団
体
）
と
い
う
大
学
を

支
援
す
る
２
つ
の
保
護
者
の
団
体
が

力
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
ら
れ
た
新
入
生
保

護
者
の
皆
様
に
対
し
、
お
子
様
の
入

学
を
共
に
お
祝
い
し
、
桜
の
取
り
持

つ
縁
（
え
に
し
）
を
大
切
に
す
る
行

事
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
奨
励
金
は
、
本
学
学
部
学
生

で
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
教
材
等
を

購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
者
を
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
度
に
創
設
し
た
も

の
で
、
教
育
後
援
会
給
付
奨
学
生
を

給
付
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
秋
学
期
は
15
名
、

２
０
１
５
年
度
春
学
期
は
15
名
の
学

生
に
教
材
支
援
奨
励
金
を
給
付
し
ま

し
た
。

去
る
１
月
15
日
（
木
）、本
学
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
あ
る
弥
生
時
代
の
「
将

軍
山
第
１
地
点
遺
跡
（
通
称
：
月
見

山
古
墳
）」
と
古
墳
時
代
の
「
真
龍

寺
古
墳
」
の
調
査
と
一
般
公
開
に
向

け
た
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う

お
披
露
目
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
整
備
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
遺

跡
を
学
生
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用

し
、ま
た
地
域
の
方
に
は
公
開
し
て
、

歴
史
が
感
じ

ら
れ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
づ
く

り
を
進
め
る

一
環
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

2015 年度 卒業生保護者の会
役員・委員・幹事・相談役

お
問
い
合
わ
せ

　

将
軍
山
祭
実
行
委
員
会

　

電
話 

０
７
２
・
６
４
１
・
９
６
５
５

お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院
大
学　

学
生
課

　

電
話 
０
７
２
・
６
４
１
・
９
６
２
７

遺
跡
の
あ
る
大
学

大学創設
50周年記念事業

２
０
１
５
年
11
月
１
日
（
日
）・

２
日
（
月
）・
３
日
（
火
・
祝
）
の

３
日
間
、
第
49
回
将
軍
山
祭
を
開
催

し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
笑
愛
」（
わ

ら
い
あ
い
）。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

笑
う
こ
と
、愛
を
持
っ
て
人
と
接
し
、

例
年
よ
り
も
一
層
良
い
将
軍
山
祭
に

し
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
を

込
め
て
い
ま
す
。
当
日
は
学
生
・
教

職
員
に
よ
る
多
く
の
模
擬
店
が
出
店

さ
れ
る
ほ
か
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
ラ

イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、学
長
杯「
追

大
を
プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う
！
」
グ
ラ
ン

プ
リ
を
今
年
度
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
学
を
元
気
に
し
、
追
手
門
の

良
さ
を
世
の
中
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
学
生
発
案
の
意
欲
的
な
企

画
を
募
集
し
ま
し
た
。
６
月
25
日

（
木
）
に
二
次
選
考
会
を
開
催
、
応

募
者
が
学
長
の
前
で
練
り
上
げ
た
企

画
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
７

件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
２
日

（
木
）
に
は
採
択
者
へ
の
交
付
式
を

開
催
し
、
各
企
画
の
代
表
者
は
企
画

成
功
へ
の
想
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
は
既
に
進
行
し

て
お
り
ま
す
。
追
大
生
の
元
気
な
活

躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

追
大
を
プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ラ
ン
プ
リ

採
択
企
画
決
定
！

採
択
企
画
決
定
！

職 名 氏　　名 卒業年（期）

会 長 小　林　武　則 2013（44）

副 会 長
片　岡　能婦子 2014（45）
岸　本　明　子 2014（45）
兼　光　百合子 2015（46）

会 計
田　中　直　美 2014（45）
岩　下　直　美 2015（46）

会 計 監 査
笹　川　巧　子 2014（45）
野々村　圭　子 2015（46）

委 員
渡　邉　康　二 2014（45）
北　澤　三惠子 2015（46）

幹 事

大学事務課長：辰　巳　早　苗
財 務 課 長：小　島　香　住
教 務 課 長：浅　野　憲　史
学 生 課 長：髙　本　優　一
就職・キャリア支援課長：下　川　邦　泰

相 談 役

鷲　見　文　子 2003（34）
羽　田　清　彦 1999（30）
能　口　元　良 2007（38）
林　田　隆　行 2010（41）
大　野　　　茂 2011（42）
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「
懇
親
会
、舞
台
観
劇
会
」
に
参
加
し
て

「
懇
親
会
、舞
台
観
劇
会
」
に
参
加
し
て

２
０
１
４
年
度 

会
計
監
査　

宮 

脇　

裕 

子

２
０
１
４
年
度 

会
計
監
査　

宮 

脇　

裕 

子

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
５

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

２
０
１
５

冬
ら
し
く
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
１
月
13
日
（
火
）、
84
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
ホ
テ
ル
阪
急
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
て
追
手
門
学

院
大
学
卒
業
生
保
護
者
の
会
の
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
会
長
、坂
井
学
長
の
ご
挨
拶
、

そ
し
て
川
原
理
事
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
懇
親
会
は
始
ま
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
沢
山
の
お
料
理
を
頂

き
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
と
も
交
流

を
深
め
た
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
院
歌
を
歌
い
、

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
は
お
隣
の
梅
田
芸
術
劇
場
へ
と

場
所
を
移
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
！
」
を
観
劇
い
た

し
ま
し
た
。

墓
地
の
場
面
か
ら
の
少
し
暗
く
緊

張
感
漂
う
ス
タ
ー
ト
。
浮
き
沈
み
が

激
し
く
、
若
く
し
て
世
を
去
っ
た

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
。
今
年
の
流
行
り
で

は
な
い
で
す
が
、
彼
の
才
能
に
惹
か

れ
集
ま
る
様
々
な
欲
望
・
思
惑
の
中
、

“
あ
り
の
ま
ま
”
の
自
分
で
あ
る
こ

と
を
望
み
葛
藤
す
る
若
者
の
姿
を
描

い
て
い
て
、
18
世
紀
を
舞
台
に
し
つ

つ
も
今
の
時
代
に
こ
そ
響
く
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
分
の
影
か
ら
逃
れ
た

い
…
自
分
の
影
か
ら
自
由
に
な
り
た

い
…
。」
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
心
の

声
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
父
役
で
あ
っ
た
市
村
正

親
さ
ん
の
、
役
柄
と
は
違
っ
た
お
茶

目
な
一
面
も
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

２
０
１
５
年
度
卒
業
生
保
護
者
の

会
「
懇
親
会
並
び
に
舞
台
観
劇
会
」

を
、
来
る
２
０
１
６
年
２
月
27
日

（
土
）
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
お
昼
の
懇
親
会
と
京

都
劇
場
に
て
劇
団
四
季
の
大
ヒ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」

の
観
劇
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
お
申
し
込
み
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
同
封
の
ご
案
内
状
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
た
方
に
は
、
追
っ
て
詳
細
案
内

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
住
所
変
更
の

お
届
け
、
ま
た
、
ご
質
問
、
ご
意
見
、

ご
要
望
等
に
対
応
す
る
相
談
窓
口
を

左
記
の
と
お
り
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

追
手
門
学
院
大
学　

大
学
事
務
課

・
電
話

 

０
７
２
・
６
４
１
・
７
７
４
９

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

 

０
７
２
・
６
４
３
・
５
７
４
２

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

会
報
各
ペ
ー
ジ
下
の
ア
ド
レ
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

校
舎
な
ど
の
電
気
を
消
し
て
キ
ャ
ン

ド
ル
だ
け
で
過
ご
し
て
み
よ
う
、
と

い
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
度
で
６

回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
学
生
49
名
、
職
員
８
名

の
総
勢
57
名
で
、
12
月
15
日
（
火
）

の
本
番
に
向
け
て
始
動
し
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
本
番
当
日
の
オ
ブ
ジ
ェ

制
作
以
外
に
、
広
報
チ
ラ
シ
作
成
・

Facebook

更
新
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
の
参
加
・
将
軍
山
祭
へ
の

出
店
な
ど
の
広
報
活
動
が
あ
り
ま
す
。

本
番
当
日
は
是
非
、
キ
ャ
ン
ド
ル

の
温
か
い
光
に
包
ま
れ
た
大
学
、
個

性
が
詰
ま
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
、
そ
し
て

生
き
生
き
と
し
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
の

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
写
真
は
昨
年
度
の
も
の
で
す
。

２
０
１
５
年
度
「
見
学
懇
親
会
」

を
来
る
10
月
12
日
（
月
・
祝
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、「
～
秋
の
古
都
・
京
都

～
保
津
川
峡
谷
体
験
と
新
作
狂
言
鑑

賞
の
旅
」
と
題
し
ま
し
て
秋
の
京
都

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

「
保
津
川
下
り
」
か
「
ト
ロ
ッ
コ

列
車
」
に
て
保
津
川
渓
谷
を
体
験
、

そ
の
後
、「
し
ょ
う
ざ
ん
リ
ゾ
ー
ト

京
都
」
へ
と
場
所
を
移
し
懇
親
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
午
後
は
禅
寺
と

し
て
有
名
な
「
妙
心
寺
」
を
お
と
ず

れ
退
蔵
院
と
特
別
公
開
の
大
法
院
を

拝
観
い
た
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
京
都

御
所
の
西
向
か
い
に
あ
る
金
剛
能
楽

堂
に
て
狂
言
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

例
年
と
違
い
、
保
津
川
渓
谷
体
験

は
予
め
体
験
コ
ー
ス
を
選
択
し
お
申

込
を
い
た
だ
く
形
を
と
り
ま
す
。
同

封
の
ご
案
内
状
を
熟
読
い
た
だ
き
、

お
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
よ
う
お
申

込
く
だ
さ
い
。

最
後
に
皆
さ
ん
と
「
次
回
、
ま
た

お
会
い
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。」

と
な
ご
り
お
し
く
ご
挨
拶
し
、
お
別

れ
い
た
し
ま
し
た
。

懇
親
会
、
お
よ
び
観
劇
会
実
施
に

あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

卒
業
生
保
護
者
の
会

　
「
懇
親
会
並
び
に
舞
台
観
劇
会
」

　
　
　
　
　
　
　

開
催
の
ご
案
内

事
務
局 

相
談
窓
口
の
ご
案
内

教
育
後
援
会
と
の
共
催

「
見
学
懇
親
会
」
開
催
の
ご
案
内


